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目 的)  米 国 か ら1905 年 に 伝 道m と し て 来 日 し た ウ ィリ ア ム・ メ レ ル ・ ヴ ォ ー') ズ(Wi11i  a。

Mevrell  Voris ・　1880 ～1964 ）は 建 築 家 と し て も 多 く の 業 績 を 残し た. キ'):･ス ト 教 と 建 築

設 計 は 互 い に 結 び つ き人 々 に 洋 式 生 活 を 教 え た。 こ こ で は そ の 成 立 過 程 及び、 そ こ に 携 わ

っ た 人 々の 生 活 行 動、 意 識 を 明 ら か に す る こ と と し た。

方 法 ）関 連 資 料、 文 献の 調 査、 分 析、 及 び 関 係 者 へ のヒ ア リ ン グ に よ る。

結 果 ）ヴ ォ ー リ ズ が「 近 江 ミ ッ シ ョ ン･」 を 設 立 し、 ま た 近 江兄 弟 社 へ と 事 業 を 拡 大 す る 時

の 最 大 の 貢 献 者 は 吉 田 悦 蔵 で あ っ た。 こ の ２ 人 を 含 む ミ ッ シ ョ ン は、 キ リ スト 教 的 使 命 感

か ら 生 活 改 善 に 積 極 的 で、 洋 式 生 活 を 様 々 に 導 入 し た。 ヴ ォ ーリ ズ は 住 宅 の 設 計 を 通 し て

こ れ を 説 き、 ミ ッ シ ョ ン の 女 性 違 は 生 活 を 通 し て こ れ を 伝 え た。 吉 田 悦 蔵 の 妻、 清 野 は 自

分 の 信 念 を 具 体化 す る べ く1933 年10 月 に 近 江 八 幡 の 地に 家 政 塾 を 開 い た。 最 初は、 教 会 の

婦 人 会 と 協 力 し て の 料 理 講習 会 で、 吉 田 邸 で 開 催 さ れて い た が、 次 第 に 生 徒 も 増 え た こ と

か ら 隣 地 に 木 造平 屋 建・ 約40 坪 の 本 館 が 建 設 さ れ た。 教 授 内 容 は 修 身、 手 芸、 料 理、 洋 裁、

英 語、 音 楽 等 で 時 間 割 が 組 ま れ、 近 郊 の 若 い 女 性 達で に ぎ わ っ た。 そ の 当 時、 こ の 地 近 江

八 幡は ま だ 座 式 台 所 も 多 く、 ほ と ん ど の 生 徒 は、 家 政 塾 で 初 め て 立 働 式 の 台 所 作業 を 経 験

し た。 ま た 西 洋 の 合 理 的 な 生 活 様 式、 洋 式 マ ナ ー、 エ チ ケ ット な ど が 教 え ら れ、 そ れ ら は

や が て 彼女 達 の 家 庭 に 持 ち 運 ば れ て い っ た。 現 在 で は、 同じ 食 卓 で の 共 食 は、 ご く 普 通 に

見 ら れ る 光 景 で あ る が、 当 時 で は ご く 珍 し い こ と で あ っ た で あ ろ う。 様 々な 統 制 が 強 ま っ

て ゆ く 中で 家 政 塾 は1942 年 夏、 突 如 閉 鎖 さ れ、 再 建 さ れ るこ と は な か っ た.

E 18 写真資料にあらわれた住居における動作様式（1950年代の農村住居の場合）

一住にかんする基層文化の実証的研究　その１

大阪工大建築　塩谷寿翁

目的・内容 ・方法：こ の研 究では、 現代化(1) によるおお きな生活 の変 革がは じまる以 前の住居 における生 活の場お よびそ こ

での生活の総体 にあら われる生活 の諸要 素 の結合 関係 を追求し ようとし てい る。 それを生 活体 と生活 の場(2) との関係 に視点 を

おいてとら えよう とい うのである。 50年代にい たる時期 の住居 におい て典 型化 する形 態に統合化 さ れていた とみられる生活 の場

のもつ生活的 な意味を 日常生 活の文脈 のなかで 説明するこ とは、現代住居 の住生 活にふく まれている とみられる基層 となる生活

のしかたの解 明にとっ て有効な ものと筆 者はか んがえている 。

この研 究で は、公刊 されている写真集 を資料(3) にして、そ こに掲 載 されている写 真から生 活体ご との行為 ・行 為に ともな う

姿勢 ・行為 の場 ・行為 や姿 勢に関係し てい る住 生活財 などを採取し ている(4) 。こ こではそ の一部を もとに農村 部の住居で 日常

的 におこな われる行為お よびそれに ともなう動作 ・姿勢と行為 の場 の関係 を実証し ようとする。 うえの目 的にむけ ての第一 歩を

ふ みだそう とい うのである 。

結果 の要約.'50 年代 の農村 部の住居 で日常 にお こなわれる行為 には、 それにと もなう姿 勢・行為 がおこ なわれる場所 のあいだ

に一定 の関係 をもつ型( 動作類型) をみい だすこ とが できる。 また住居 におけ る生活の場 は行 為に固有 な領域 性をも とにくみたて

られている。 これは具体的 には①採取 した行為(5) は、主屋 の床 上部分･ 土 間部 分･ 主屋 の周辺 ・住居外 などに ひろが ってお り、

一定 の場的な規 則性 をもって おこな われてい る、② そ の姿勢は、横 た わる姿勢 ・し ゃがむ姿勢 ・ すわる姿勢 ・腰かけ る姿勢 ・

たつ姿 勢など の基本 的な姿勢 の系 列に わけ られる のだが、とら れる姿 勢は行為 によっ て特徴 的な ものであ り、行 為の場 とつ よい

関係 をもっている 、などとし て実証 するこ とがで きる。 これら の結果 は実際 にお こな われ てい る生活場 面の傾向 として えら れた

ものであ る(6) 。


